
　

ロケが行われるとまちにはどんなメリットがあるの？
  ー映画で彦根の魅力を伝えたいー映像作品のロケが行われると、地元にはたくさんのメリットがあります。映像作品のロケが行われると、地元にはたくさんのメリットがあります。

そのため市では、積極的にロケ誘致を行っています。そのため市では、積極的にロケ誘致を行っています。

彦根市長彦根市長××鍋島鍋島壽夫壽夫氏対談氏対談

経済効果が生まれる！

ロケでは多くの人が長期間彦根
に滞在。移動も頻繁にあるほか、
撮影現場ではたくさんの人・も
の・仕事が必要です。さまざま
な業種にお金が使われるため、
大きな経済効果があります。

市民が誇り市民が誇りを持てる！

撮影の舞台になることで、住ん
でいる人たちが地元の魅力を再
発見。市民の皆さんがまちに愛
着を感じ、誇りを持てるように
なるのも大きなメリットです。

観光客観光客を呼び込める！

映像作品によってまちの魅力が
全国に発信されると、「聖地巡
礼」の舞台として観光客がやっ
てくることも。彦根のイメージ
アップにも一役買ってくれます。

鍋島さん　また、ロケーション誘致も重要なんですが、
映画祭をやったほうがよいと思います。
　映画祭をするといろいろなところから人が来ます。イ
ンターナショナルにすると海外からも人が来ますし、そ
ういう面ではアピール度が非常に高い。だから、ロケを
誘致し、映画を撮影し、なおかつその映画を映画祭で公
開できればよいと思います。

鍋島さん　現在進行中の専門職大学も含め、産学、観光
も含めて、複合的に映画で盛り上がっていけばよいと思
います。
　微力ですが皆さんのお力も借りて、大いに彦根を盛り
上げていきたいと思いますので、よろしくお願いいたし
ます。

市長　鍋島さんにはこれまでもいろいろな作品の誘致にご
協力をいただいてきました。これから公開になる作品も多
いということで、楽しみにしています。

鍋島さん　彦根でロケをした作品が、順次公開となる予定
です。時代劇は今までも「関ヶ原」などで彦根ロケをした
んですが、今回は現代劇で、彦根を撮影に使わせていただ
きました。

市長　今、彦根城とひこにゃんの 2 本柱になっているん
ですが、映画を 3 本目の柱にできれば、大きな飛躍
の機会になると思います。

市長　どうしても彦根でロケというと、時代劇のイメージ
があるんですが、今回は、現代劇を撮影されたということ
ですね。

「彦根を映画で盛り上げる会」「彦根を映画で盛り上げる会」に聞いてみた！に聞いてみた！
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彦根城にて撮影が行われました！彦根城にて撮影が行われました！

- キャスト -　主演：神木隆之介
　　　　　　 出演：杉咲花　松山ケンイチ　他
詳しくは公式サイト（QR コード）をご覧ください

- あらすじ -
　小四郎は、ある日突然借金 100 億円のビ
ンボー藩の大名の後継ぎだったことが明か
される。借金を返済できなければ切腹の大
ピンチ！
　果たして小四郎は自分の命と藩を救う
ことができるのか？我々の生活にも縁深
い“お金”をテーマにした、サイコーな人
生逆転エンターテインメント！

『『大名倒産大名倒産』』映画映画 公開中！公開中！

どのシーンで登場しているのか、どのシーンで登場しているのか、
ぜひ劇場でお確かめくださいぜひ劇場でお確かめください♪♪

ロケの様子

「
映
画
で
ま
ち
全
体
を
盛
り
上
げ
る
」

Q.「彦根を映画で盛り上げる会」とは？
　有志が集まって、映画などのロケ支援をしていま
す。ロケ場所を探し、その場所を管理されている方
と調整したり、近くに準備の場所を用意したり、食
事の手配を手伝ったりと、いろいろな人を紹介し、
調整するのがメインです。

鍋島さん　そうです。彦根は、アクセスが非常によくて、
新幹線の駅が米原にあり、名神高速道路があり、大阪・京都・
名古屋からも近く、非常によい位置にあります。宿泊も可
能ですし、彦根はロケ地に適しています。
　彦根市のロケ地として魅力を、いろいろな映画会
社、テレビ局に知っていただいて、多くの撮影隊に
来ていただいて、彦根市のいろいろな産業の活性化
につながっていけばと思います。

インタビュー

彦根市ロケーション誘致アンバサダー彦根市ロケーション誘致アンバサダー
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夫夫さんさん

　全体的に前向きなご意見をいただいていて、「また
やってね」という人が多いです。ただ、周辺住民の皆さ
んにはどうしてもご迷惑をおかけしてしまうこともあ
ります。その辺はケアしないといけないなと思います。

Q. 地域の方はどう感じていますか？

　映画の撮影が来ると、まちが盛り上がります。
関わってくれている人は皆さん楽しそうですし、まち
の人たちも「（撮影が）来たよ！」みたいな感じで盛
り上がってくれるので、それがいいんじゃないかなと
思いますね。

Q. 活動をしていてやりがいを感じることは？

Q.「彦根を映画で盛り上げる会」ができた
　  きっかけは？
　彦根市ロケーション誘致アンバサダーに就任され
た鍋島さんがプロデュースされた映画が、彦根近辺で
撮影されたことから活動が始まりました。

Q. 彦根市を「映画のまち」にするために、 
    どのようなことが必要だと思いますか？
　ロケ隊に「彦根でいい撮影ができた」と感じ
てもらうことだと思います。撮影も同じ場所ばかり
だと飽きてくるので、新しいロケ場所をいろいろ提案
していけるといいですね。お互いよい関係を作って、

「彦根で撮りたい」という映画関係者が多くな
ればと思います。
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